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A12a 連星中性子星合体における核分裂の及ぼす影響
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rプロセスとは、原子核が非常に短い時間の間に多くの中性子を吸収することで不安定な中性子過剰原子核と
なり、最終的にはベータ崩壊によって安定な重い元素を作る元素合成過程のことである。この過程は鉄より重い
元素をつくる元素合成過程の一つであるため、元素がどのようにして作られたのか理解する上で重要なトピック
であるが、ｒプロセスが宇宙のどこで起きているのか、未だよくわかっていない。
rプロセスが起こっている天体の候補として連星中性子星の合体が挙げられる。この現象の際に放出される物

質は中性子の比率が非常に高いことが期待されるので、rプロセスが起きる環境としては理想的である。このよう
な状況では、rプロセスによって核分裂を起こすような非常に重い元素まで作られるため、核分裂の性質が重要に
なってくる。ｒプロセスの最中に作られる中性子過剰原子核の性質は実験的に調べることが難しく、理論モデル
を用いる必要があるが、核分裂によってどのような原子核が作られるかを表す核分裂片分布については理論モデ
ルがあまりないのが現状である。
我々は、Rosswogが公開している連星中性子星の合体の計算結果と、千葉らが計算した新しい核分裂反応率・

核分裂片分布の理論モデルを用いて元素合成計算を行った。この計算結果をもとにして、核分裂が元素組成にど
のような影響をもたらすのか議論する。


